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１．概要（Summary） 

近年、我々のグループでは、電解質と有機材料や遷移

金属ダイカルコゲナイド単層膜（Transition metal 

dichalcogenide monolayer, TMDC monolayer）を用

いた 2端子の発光素子（Fig.1）を実現した[1,2]。 

 

 

Fig.1 Schematic representation of light-emitting 

device. 

そこで、本研究では、名古屋大学工学研究科微細加工プ

ラットフォームの設備を利用して、DFB型共振器構造の

作製を試みた。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 電子線露光装置、両面露光用マス

クアライナ、ICPエッチング装置一式、走査型電子顕微鏡 

【実験方法】 

電子線露光装置と ICPエッチング装置を用いて SiO2

表面に以下のグレーティングパターンを作製した。作製し

たパターンは走査型電子顕微鏡（SEM）と原子間力顕微

鏡（AFM）を用いて確認した。 

(i) ピリオド 340 nm、凹凸部の長さ比率が 1:1 

（凹部 170 nm、凸部 170 nm） 

(ii) ピリオド 340 nm、凹凸部の長さ比率が 3:1 

（凹部 255 nm、凸部 85 nm） 

(iii) ピリオド 340 nm、凹凸部の長さ比率が 1:3 

（凹部 85 nm、凸部 255 nm） 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製したグレーティング構造を SEMおよび AFMによ

って観察し、深さプロファイルより深さが数百ナノメートル

の構造が設計通りに作製されたことを確認した。問題なく

DFB型共振器の作製に成功しており、今後は本基板上

への TMDC 単層膜の転写などを行う。 
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